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熊本縣天草陶石鑛床調．査報告
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“Amakusa，，China戸stone】Deposits，

　　　　K眠mamoto　Pref㏄ture

by

Mitsuyoshi　Ueno

　　The　“Amakusa”China・stone　deposits
having　an　extensive　development　along　the

westem　coastal　area　of中e　Amakusa　Island，

Japan，are　the　most　famous　and　important

suppliers・of　raw　material　for　chinaware　use

inJapan．
　　They　are　kinds　of　altered　liparite　dikes

bleached　by　an　action　of　some　shallow　sea－

ted　hydrothermal　solution，and　occur　as　dike騒

swarm　cutting　Tertiary　and　Pre－Tertiary

formations。「

　　　The　ore　is　principally　composed　of　qu一

歌rtz，sericite，kaolinite　and　feldspars　in　the

，enumerated　order，with　the　subordinate　con－

stituents　such　as　siderite，1imonite，and　py－

rite．High．grade　ore　is　characterized　by
high　content　of　sericite，practical　absence　of

iron　bearing　minerals，as　well　as　by　some－

what§ilky　luster。The　ore　is　mined　by　both

un（ierground　and　open　method，and　classifie（i

by　hand　picking　into　three　by　order　of　gra一

・des．

　　　Chemlcal　composition　of　typical　ore　is

　given　as　follows：、

　　SiO2　　，　75．90　　　　　　　K20　　　　　3．03

　　Tio2、αQ4　Na20’α39．
　＊廣島駐在員事務所

三　義蓉

　　A1203　　15．89　　　・MnO　　　tr
　　Fe203　　　　0．09　　　　　　SO3　　　　　0．03

　　FeO　　α28・　H20（＋）α42
　　MgO　　　O．07　　　　Tota1　99．71
　　　　　　　　　　　　　　　SK25

（Analyst：K．Maeda　and　T、Yamada・1948）

　　Although　the　ore　reserves　totaled　in　the

area　is　』veryP　large，　reading　up　to　about

20，000，000metrlcton忌，the　yield　Of　recovery’

being　low，because，higher　gr＆de　ore　has
been　mostly　exploited　in　recent　Several　de』

cordes　by　many　open　pits．　・

　　Inprovements　of　underground　minillg
method　now　undertaken　in　the　area，pro－
specting　of　the　unexploited　area，and　ut圭1i－

zation　of㌻he！ow　grade　pyriti“ore　are　the

most　urgent　technical　problems　to　beドdisso1一
’
v
e

d．

　　　　　　　　　　要　　旨

　「天草陶石」鉱床はリソイダイト質石英粗面岩が熱水溶．

液の作用により「陶石化」Lたもので，熊本縣天草郡天草・

下島の都呂々村，下田村，1高浜村に跨り．，海岸線に沿つ

て南北方向に長く延ぴる広い地域に結晶片岩，先第三紀

層および古第三紀暦を貫いて多くの岩脈状をなして発蓬

する。

　陶右脈の方向はNE＾｝SWとNW～SE、性に大別さ

れ，・相互に雁行または乎行配列を示し・断暦系統の方向

と一致し原岩は地質構造上の弱線に沼つて貫入したもの

と推定される。

　鉱床の賦存地域が広範囲に亘るために「陶石化』の進捗

程度に若干の差異を生じ七いるが，全般的に脱色と絹雲

母化作用で特徴づけられる。

　鉱体は最大延長約7kmから最小30mまで犬小の規
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模があり，なか庖ブくNW～SE性の皿山脈が規模品質

共に最も優れ，山椒脈，海浜脈がこれに次ぐ。

　富欽部は脈炉傾斜方向で．‘‘落合い直り”となりまた

は延長方向を急変する部分の前後で脈幅が広くなり「陶．

石化」の進捗した部分であつて，地表下約100m似内1

の風化を受けた範囲は特に二次的に富鉱化されており，

｝般に鉱体は深部に向つで黄鉄鉱が漸次増加するQ

　品質g変化は北部地区（都呂々村・に至ぐ程，鉱石び珪、

質となり黄鉄鉱結晶粒の量を増す・南部地区下田村以南

の陶石脈特に山椒脈中には局部的に菱鉄鉱の集合部があ

り，黄鉄鉱の鉱染は微弱である。

　鉱石の構成鉱物は主として微細な石英絹雲母であり，

若干のカォリナイト，変質友曹長石を俘い，不純物とし

て方解石・黄鉄鉱r菱鉄鉱・褐鉄鉱・燐友石等を含むこ

とがある。

　本鉱石中の絹雲母は「服部陶石」のそれに比してK20

に富みA1203に乏しい6

　，上記不純鉱物を斑点とLて含み，大気中に曝すと黄褐

色に変色するものをr変色石」と称し現在ほとんど廃石と

されている。

　特選鉱の過牛量が皿画脈から操掘され，最高級の鉱石

であつてほかの陶石脈の1等鉱と共に高級白色磁器原料

に供されるα耐火度，SK25《・26，Fe203＜0．5％水酸化

鉄の含有量Fe203≒0．6～0。8％程度のもの，珪質鉱，友

、、曹長石の残晶が稽々多い光沢に乏しいもの等は2一）3等

鉱とし一般陶磁器原料となるび

　現在稼行中の鉱業所は

　上　田　合資会批　　西島鉱業所．

　中部窯業原料株式会肚　　原田　〃

　共立窯業原料株式会批　　象松　〃

であつて総計年間約20，000tを出稼し，全國陶石鉱産

額の約35％を占めているo

　鉱量は大略次表の如くである・　、

皿　山　『脈

海P浜！脈
山［椒一脈
’
小 屋ノ窪脈
妙　見　脈

田ノ李脈
！」・　谷　、脈

萱ズ木脈
その他の陶石脈

　　計

確　定

98．・4×104t

，39．1×105t

13．O×105t

3．4×104t

6．9×10婆t

63×105t

’
推 定

28．1×105t

27．2×105t

29．8×105t

74．0×104t

27．6〉と104t

2．7×104t

34．0×104t

5．8×104t

約26．6×104t

102．2×105t

予想
39×105t

3×105t

5×105t

14×104t

5×104t

3×104t

約2×106t

6．9×106t

総計約2．344×104tが算定されるがこの鉱量の大牛が

坑内採掘によらむばならないために可探率約50％，1こ

のうち廃石牽約40％と見込まれ，さらに今後鉱床の下

部へ採掘が進むに從つて黄鉄鉱の含有による全般的な品

位の低下は冤れず，特選および1等鉱の出鉱量は今後漸

減する欺態にあるQ

從つて今後は稼行中の富鉱部のさらに下部すなわち山一，

椒脈の弓田一椎ノ木李間，山微一上長迫聞，海浜ノ脈の

長畑一八久保間，等および皿山脈の合通以南地区の開発

と都呂々村地区の探鉱を行い，稼行地においては探掘，

蓮搬の機械化と，組織的な坑内掘によつて可操率の向上

を計る一方，選別ゐ能牽化と廃石，「変色石」の活用等に

留意する必要がある。

　　　　　　1．緒　言
一「天草陶石」鉱床は既に徳川初期から開発され．現在本

邦に壼する陶石中品質は最も俸良雪あつて高級陶磁器に

広く愛用され，その産出量は全國の約35％に達しているo

筆者は学術振興会，窯業原料協議会の依頼によって鉱

床の賦存状態，地質と鉱床との関係，鉱石の品質，・鉱量

等を調査する目的で昭和23年9月より約50日間地形測

，量を俘う糟査を行つた。，この期間中現地鉱業権者の諸氏

特に上田合資会肚から調査上の便宜が計られ，鉱石の耐

火度，燐成試験等は日本碍子，東洋陶器，共立窯業原料

の各嘩が引受けられた。ここに併せて各位に深謝の意を

表示する。調査担当者は次の通り。

、地質鉱床調査　　上野三義’

　地形測量、　　　岡　重文嶋

　　　　　　2．位置，交通
　鉱床は熊本縣天革郡天草下島の西海岸天草灘に面する

都呂々，下田，および高浜の3村に跨り，南北約13km

におよぶ地域に多くの脈状鉱床群と』して賦存し，一つの

鉱床地帯を成しているQ

すなわち海浜近くに発蓬する主なものは都呂々村竹ノ

迫脈を北端とし，下田村松ノ平塚西，鬼海浦，’小田床を

経て大江村々境まで分布L，山間地の惹のは高浜港の東

方直距約4km，小田床から約2km以東の虜地に発蓬

毛尾崎，皿山を経て一町田村北西地区長林附近まで延び

ている。これらの鉱床は今日迄に数十象所で操掘ならび

に試掘されたが現在は探掘蓮搬に比較的便利な地区だげ

が稼行され縣道迄はほとんど馬車蓮搬が行われているQ

　当地域に至るには次の経路がある。

　（i）熊本一三角港一本渡7下田および高浜

　　　　　　　ズ　（一ii）長崎一茂木港一富岡一・　　’〃

　（iii）三角港一合津一本渡一・二江，富岡，高浜L・

　（iv）長崎一都呂々一下田高浜
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　主に利用される経路は（i），（ii）であ

つて三角と本渡間には九州汽船株式会

・肚所属の定期般（150t程度）が1日2

往復している。本渡港一本渡町聞約2

』km，これより下田を経て高浜に通ず、

る下島横断縣道約30kmにはバスの
’
便 がありこの間約2時間を要する。

　長崎一茂木間はバスで約50分プ茂

木一富岡間は定期船で約6時間を要す

る。富岡より都呂々を経て下田，高浜

に通ずる海岸沿いの縣導ではバスの便

があり，鉱石蓮搬用トラックを利用す

ることもでき齢るo

　高浜一皿山間には鉱山專用軌道とト

ラックを通ずる道路があるほかは各探

掘現場と縣道：の間は徒歩に．よる場合が

多い。

　天草下島には気候温暖で潤葉樽，針

葉樹が繁茂している。冬期の降雪，結

氷は稀であるが梅雨期とともに海上が

荒れ特に季節風によつてしばしば航行

が杜絶するためにこの期聞中は鉱石の’

出稼量も減少する。

　　　　　　3．地　質［

Locationofthe’Amakusa”
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　鉱床の賦存する前記3村一幣の地質は結晶片岩，先第

三系，古第三系が主として発達し，これら々貫いて多く

の酸性，塩基性の岩脈がある。

　天草島の第三系特に含淡層（砥石暦）は北九州炭田地帯

の地質的堆積環境に関連性を有するものと解釈されてお

り，從来の研究結果粉2）3）4）5）と今回の調査結果とを綜合

豪すると次の如き暦序を有している。

　第四系　沖積暦
　新第三系　鮮新統

　　　　　砥石暦
　古第三系　　教良木暦（志岐再暦）
　　（始新統）

　　　　　深海暦（編連木暦を含む）

　先第三系　　　　白璽糸己暦

　古生代　結晶片岩類
　（a）結晶片岩類　下島全島の基底をなし本地域では高

浜村海岸附近に露出する。先第三系と不整合関係にある

が，断暦で接することも多い。絹雲母片岩・緑泥片岩・

石英石墨片岩から成り，大野，肯木河丙諏訪附近で走向

N10～2qoE乃至N300W15｛・250E・》NEに傾斜する輩

斜構造塗示しているげ

第 1 圖

本岩は微摺曲に富み概ね“green8chist　faci“s”に

、相当する変成度のも、のであるo

　（b）先第三系　結晶片岩類を不整合に被覆する。主と

して礫岩，粗粒砂岩から成り，礫質砂岩・砂質頁岩薄暦

を挾有する累暦で高浜一町田間および皿山等の疸路に連

続して露出し，化石はほとんど発見されていないが長尾

博士の研究2）によれば上部睡聯己の陸性堆積暦とされて

いるo

　（C）古第三系　調査範囲内の古第享系は下部から深海

鳳教良木暦，砥石層であつて，尊れらは整合関係をも

つ七堆積し，深海居は礫岩砂岩・頁岩の互暦であつて下

田村から都呂々村一幣に発達するQ教良木，砥石両暦は

頁岩・砂岩の互層であつて後者の上部層は頁岩暦に乏し

く，粗粒砂岩質となり石炭暦が介在する。

　（d）火成岩類　当地域には酸性から塩基性に亘る各種

，の岩脈が発漣し禾草下島における最も密度の高い岩脹地

帯をなす。岩脈の種類は石英粗面岩質岩脈，輝石珍岩，

安山岩等で，結晶片岩，先第三系および古第三系の各暦

を貫くが鮮新統域後の堆積岩中に発見されていないこ．と

からこれらの貫入時期は鮮新統以前と，推定される。石英

粗類岩質岩に属するものに次伶岩脈がある。

　（i）含柘榴石石英粗薗岩　下田，都呂々両村界の板ノ
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第2圖（a）　界草陶、石鉱床地質圖

　　迫上洗約0．6km、に、NE～SW
　　方向奪延長するもの，および下

　　田の東方直距2kmと2。5km，
　　下田川滑いの縣道に2條の岩床・

　　，状の岩脈があり，N300Wの伸

　　長で20。NEに傾斜している。

　　　これらの石英粗面岩には褐赤

　　色の柘榴石が散点し，斑黙斜長

　　石に乏しく微珪長質石基は主に

　　、家曹長石，石英より成り牛自形、

　　粒状構造を呈し，正長石・黒雲

　　母，燐次石を件1つているo本岩

　　は一般に軽度の変質作用を蒙り

　　若干の緑泥石，・万解石・絹雲母・

　　斜瓢簾石・黄鉄鉱等が生じてお

　　り，柘榴石の裂舞は方解石で充

　　．墳されているo

　　　（ii）流獣石英粗面岩高浜村

　　上河丙一大野間に1條だけ発見

　　された。絹雲母片岩と緑泥片岩

　　の間を略々N15。E方向に貫入

　　している。斑晶を欠き洗理構邉

　　の著しい石英粗面岩であつて，

　　脈の大部分が熱水変質作用塗受

　　けいわゆる「陶石化」Lている

　　（鉱床の項参照）。

　　　（iii）リソイダイト質石英粗

　　面岩　当地区に最も多く発達す

　　るもので海岸線に略々並走し，，

　　NNE～SSWまたはNE・》SW
　　方向に雁行配刻するもの，皿山◎

　　脈の如く最大延長約7kmに蓬

　　するNW’》SEまたはNNW～
　　SSEゐ方向性を示すもの等大、

cP　　小幾多の岩脹として産するQほ

　　とんど総てが例外なく熱水作用

　　を蒙つており当地方の陶石鉱床

　　の原岩となつている（鉱床の項

　　参照）◎．

　　　（iv）輝石珊岩　板ノ迫上．洗．

　　約1kmの地点に露出し，走向

　　NNEバSSW，脈幅約5mの輝
　　石珍岩は斜長石，透輝石ジ角閃

　　石の斑晶と破璃洗状石基から成

　　り次緑色を呈する。若干変質し
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第2圃（b）　地質断面圖

て斑状ならびに石基斜長石の一部には絹雲母，方解石を，

有色鉱物中には線簾石・方解石・緑泥石等をそれぞれ再

生しており顯著な淡酸塩化作用を蒙つているほかに磁鉄

鉱の微晶を多く含有する。　　　　　　　　　＼。

　上記岩脈のほかに都呂々川中洗，大川丙附近には走向

NE’》SWの安画岩岩脈が2條認められたo

　本地区の地質構造は略々NNE《・SSWに長軸をもつ

背斜ドーム構造を示し先第三系と深海層の下部に比較的

緩い波状摺曲を示す堪外に大規模な摺曲構造は認められ

ないo断暦は略々NE’》SW，NW《》SE：およびE｛・Wの

各方向に統括され，NE～SW性の断層が最も優勢で

NW《・SE性断暦がこれに次いでいる0

　　　　　　　　4．鉱　　床

　陶石鉱床は当地域に広範囲に亘つて貫入した多くの酸

性岩脈を原岩とする熱水交代鉱床で

　無斑晶溌欣石英粗面岩

　リソイダイト質石英粗面岩

　含白雲母石英粗面岩

が「陶石化」したものである・輝石粉岩・安山岩等が主と

して炭酸塩化作用，緑泥石化作用を蒙るのに対し酸性岩

特障リソイダイト質岩脈が絹雲母化作用によつて特徴付

けられ鉱床を形威しているo

　志岐村，都呂々村，、高浜村および一町田村に跨つて露

出するこれら鉱床の分布歌態は第2図に示す如く次の点

が特に注目されるQ

　（i）海岸線に近い鉱床は約9條あり例外なくNE～

SW，：NNE《’SSWの延長方向を示し雁行状に発蓬して

賦存密度が大きいQ

　（ii）松ノ季，尾崎，大河丙以東の比較的海浜から遠い

　　　　ノ
無　c

山地の鉱床はNW｛ンSE，NNW～SSE性の鉱床で皿山

脈以外はいずれも小規膜であり，搬邊の難点と併せて稼

行値償に乏しい。

　（iiiン陶石脈はそれぞれ若干の支脈を有し，末端部で分

岐するものもあるがおおむね漸次細脈化するよりもむし

ろ急激に尖滅することが多い。

　次に主な陶石脈について述べる。

　（a）山切陶石脈　高浜村上河内一大野聞に結晶片岩を、

貫ぎNlO’》150Eの延長をもつて30。E・に傾斜する。本

脈は無斑晶の洗状石英粗面岩であつて総延長約2kmに『

達する。脈幅5～6，5m程度，盤際に近く淡青友色の未

変質部があり洗理構造著しく局部的に閃亜錯鉱の鉱染を

、俘つている。本脈は概して「陶石化」の進捗程度低く，縣

道漕いの李坦な丘陵地にあるため地下水の浸透による汚

、色が強く可採率が低いo

　（b）皿山陶石脈（第3，4図参照）NNW《⊇SSE性め

脈として規模，品質ともにわが國陶石鉱床中最も優れ開

発当初より明治中葉に至る間，專ら本脈が稼行されたた

めに「皿山石」とも云われ「天草陶石」の代名詞となって

いるo
　脹の総延長約7km・膨縮と湾曲に富んでV・る。尾崎

附近を北端とし十星出頂から約70◎Eの傾斜をもつて仁

田ノ迫に連なり・八ノ尾山（伊ノロ山）東斜面と金作山間

を通り矢代倉・川端山・劔ケ迫と鶴ケ迫間の丘陵地を経

　て皿山川を横切り鷹ノ集山’に続く、o　この間伊ノロ山1一一

矢代倉聞に富鉱部があり脈幅12一’15mであつて走向

NNW～SSE，35。～40？の緩傾斜で東に落し圧搾機室附

近で最大脈幅20mに達するQ

　鉱石は均質優良なために往時地表に近い鉱体は擦掘し
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誰し，現在はこの下部を坑丙探掘を行い矢代倉　　　　　　　　　　、　　　　　、

一仁田ノ迫間に醐髄を開難離鑑　　 ．　擁

勢は急激に嚢えて幅2飼4mとなりNEE～
SWWに韓走して瀬助谷に露出する◎これより

脹幅4飼6m程度で緩慢な波状轡曲を示して傳

兵衛木場，編壽に連なづ合通峠を大きく迂廻し

て合通においてふたたび富鉱部を作り，さらに

南下して一町田村長林，葛河内附近まで麺々と

蛇行する。

皿山川以南の鉱体は雁ノ集富鉱部の上盤際に

黄鉄鉱の鉱染が強く傳兵衛木場地区域外は地表

部の鉱体ば水酸化鉄宅褐色に汚染され露天操掘

で大量出稼しうる地形に恵まれないが合通一長一

林間の鉱体の開発は遅れているので探鉱を猶要
とする5

　本脈の稼行歌況は次の蓮り。

　稼行現場：伊！口函一矢代倉聞の手部（山口

橋本，松下の各坑）

　川端山～劔ケ迫間の下部（塩田，㌧矢口，高橋

の各坑）

　雁ノ集，傳兵衛木場（露天）

　休止採掘場：十星，伊ノロ山，瑞山，矢代

倉，川端山，劔ケ迫，・鵬壽，合通，長林等

　（e）髪ノ水脈　小田床東方直距3．5km髪ノ

水画頂部から皿山川支沢の間1．7km露出し

5’》7m程度の脹幅をもつて先第三系，深海暦．，

　　　　　　　　．撃註ぐ

俸
． 卿

、嘩　　　」

嘉馨誌難饗・．

　　　　　　　　　　第3圖　皿寅陶

24一（410）



熊本縣天草陶石鉱床調査報告　（上野三義）

鷲iil勤、，響

，隙講罐警ぺ臨
、・輪隷嚢　 ト欝

、
、
　 推定露頭線・

㎜口

P

石脈鉱床圖

を貫きN20純30。脚の伸長約35。NEの傾斜

で岩床状に発達する。

’鉱床は「陶石化」の度合が低く若干の緑泥石

を含むQ從つて鉱石は光沢に乏しく淡青友色

を呈し鏡下では絹雲母の生成が少ない。耐火

度SK18《’20，還元焔焼成（SK11）では孚熔

し次緑色気昧で陶磁器用にけ適し癒い。

　大髪，小髪の採掘跡があり明治年聞に「天

草砥石」として稼行したと云われているQ

　＠山轍『NE略W方離の腺して、
規模が最も大きく高深村丙野から下田村内山

間約5．5kmに亘つて露出し略々軍調な伸長

を示し内野一山椒間をNNE～SSWに，爵

椒一内μ澗をNE～SWに延びているo

　内野一夕浦一丸尾間約7km，の聞は5～6

mの脈幅をもつてN150E，50・）700Eの走，

向，傾斜を示し夕浦迫地区は特に菱鉄鉱・：黄

鉄鉱が鉱染する「変色部」が多y・。

　脈は1丸尾から鷹ノ災山に向つて略々N～S

方向に延び弓田現場の北端から西方に突出す

る轡曲をもつて椎ノ木李でNE◎SW方向に

直り砥石に続く『。こめ間弓田地区には「変色

部」を俘い峡谷の少ない丘陵地にあるために

露天掘りには適しないが丸尾の北鞍部椎ノ木

李の干部が品質優れ開発の余地を残してい

るQ「

　脈はさらに鏡田地区でE～W性の断暦にょ

り約50mの「ズレ」をもつて小田床川を渡り

鬼海ケ浦を経て二本松に至る問は島山！・小李・

新田南部地区において局処的な小波状穆曲を’

示しつx，直立または約800SEあるいはNW

’の傾瓢で略々N300E方向に旦々と伸長するQ

　古屋敷地区で方解石を多量に件い共立山ノ

小李現場で軽度の珪化を受けている以外は概

してr陶石化」が進んでおり，この部分が富鉱

部と成つている。しかしながらこの富鉱部は

標高100m域上の鉱体の大孚が採掘された一

ので将来この下部が探掘の対象となるo

　脈ほ山椒嶽からNE・》SW，方向に轄じ長迫1

を経て下田川の南部で2脈に岐れ内山附近で

尖滅する。山椒現場における脈は最大脹幅約

13mに膨れて「変魚鉱」が多いけれども長迫

まぞの間は品質良好であるo

　稼行現場：弓田，鏡田，’砥着（探鉱）・古

　　屋敷，新田，・滝山，西島ジ山ノ小平，共
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第4圖　皿由陶石脈断面圖

　x
休止採掘蹄

扁輔癌　　駕卍渉

∠θ賭θ1諮侃

　　　立山，小李，二本松，山椒

　　　休止現場：タノ浦，丸尾，椎ノ木，岩山，樫ノ木李，

上長迫，月ノ渡瀬等

　　　（e）海浜ノ脈　下田南方から都呂々村後ノ迫迄の間約

　　4kmを海岸線に並走しNE・》SW性の鉱床として山椒

　　脈に次く“もので脈幅最大15m，最小4m，李均7《レ8m

　　程度の部分的に膨縮に富む陶石脈である。

　　　松原山，上萱ノ木川，十三山，鷲山，新山，下萱ノ木

　　川，板ノ迫等の起伏を経て道田ノ迫現場に至る聞約2・4

　　kmは李均脈幅約8m．直立乃至800NWの傾斜で新山

　　北端と板ノ迫南斜面でE～W方向に小さく屈曲する以外

　　は略々N350E方向に延長する。この間十三山一新山間

　　は富鉱部作り海水面より70m凋高の鉱体は均質優良で

　　全脈を通じ出鉱の約70％がこの富鉱部から坑道によつ

　　て採掘される。鉱石は皿山脈に比して梢々珪質で深部に・

　　掘り下げる程黄鉄鉱の鉱染が著しくなる傾向にある。』

　　　角ノ迫，道田ノ迫地区の脈は65～75◎NWに傾斜し

　　「陶石化」が梢々不充分なために概して淡青昧を帯び，あ

　　るいは珪質部の斑を俘い，．中石を挾む部分が多い。道田

　　ノ迫南端からN～Sに延び小支脈は角田ノ迫東側で尖滅

　　する。主脈は峰ノ尾附近で下田脈，田ノ迫脈に分岐し前

　　者は下田川，宮ノ元を経て海浜に浩滅する間約L3km

　．略々直立し：N450E方向に連なり，後者は大迫東部で

　　NWW～SEEからNNE’》SSWに轡曲して京ノ峯に至

りこれより下田脈と並走し田ノ迫南部まで約L5kmの

延長である。

下田脈は長畑～時雨松間の晶質梢々優れ宮ノ元附近で

菱鉄鉱が多量に生成されている。

　田ノ迫脈は田ノ迫地域以外は水酸化鉄の汚色部が多く

露天操掘に適しないo

稼行現場：鷲画，清水落，岩落，角ノ迫，道田ノ迫，

　’兼松，宮ノ元，京ノ峯，田ノ迫

休止現場＝後ノ迫，川端，十三両，新山，大屋敷・

　板ノ迫八久保，時雨松，長畑，上田，宮ノ・元，大迫

　等
　（f）妙見脈　都呂々村妙見に注ぐシャン迫を横切り延

長約600mのレンズ脚振で略々N300Eに延び・文七・

大櫻採掘跡が富鉱部であつて最大約9mの脈幅を示すo

富館部の鉱石は硬質で茨曹長右に富み若干の黄鉄鉱々染

を俘うけれども海抜50m域高の風化帯の黄鉄鉱は褐鉄

鉱に置換されゼいる。本脈の富鉱部は既に探掘された

し，また脈の下部以外は細脈であるため稼行償値に乏し

いo

　（9）小谷脈　海浜脹と妙見脈の間を雁行1伏に発達する

小脈で総i延長約650m，幅3”4m程度，緩い波1伏轡曲

を示して略々N’40。E方向に延びる。小谷地区で脈幅6

m程度で小規模の富鉱部を威しているが黄鉄鉱の鉱染

を俘い全般的にみると本脈中Q良質鉱を多く期待するこ
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とはできない。

　（h）小屋ン窪脈　小松の南方約1kni，シャン迫上洗

小屋ノ窪採掘場を通る本脈は60戸）700Wの傾斜で：Nloo

：Eの方向に延び脈幅は8・》10m程度であつてi延長約

300mを確認したがさらに南北に続くものと推定され

る。小屋ノ窪において地表下約30mで脈全体1に亘つて

黄鉄鉱の網駄細脈および鉱染が強く脈は珪化され特に黄

鉄鉱脈の両盤は珪質である。從つて鉱石もおおむね珪質

で低品位鉱を多く蔑する。

　（i）田ノ平脈　都呂々一一小松間に60～700SEの傾斜

で：NE－SW方向に約200m延びる小規模の鉱床で田

ノz卜i現場から2脈に岐れているo地表近くに黄鉄鉱が散

点し下部はその鉱染が漸次顯著になる。

　上記陶石脹のほかにNE’》SW性の陶石脈として萱ノ

木脈， 五層脈，清水落波止場附近の脈，都呂々村山地に

‘
数

ヵ所の露頭があり，NW桐SE性のものに松ノ乎脈黒

辺十三野恥南西山麓等に露出する脈等本地域には幾多の

未開発の鉱床が多くこれらに対し積極的な探鉱と開発が

行われれば可採良質鉱をも含めて埋藏量はさらに増加す

るo

　　鉱床の性歌

　本地域ならびにその周辺に．関する從来の地質調査報

文1）4）6）に記載された「石英粗面岩」または「リソイダイト

岩脈」はいずれもある程度の浅熱水変作用を蒙つた白色

の陶石歌の岩脈であつてこれらの大牛が鉱床と成つてい

るo

　このことは原岩の組織，構造等の名残からも知ること

ができる〔写眞皿，IV，VIを参照〕。

　この交代作用は珪化作用および絹雲母化作用で代表さ

れ，部分によりて進捗程度に斑があり，水李的，垂直的

な範囲に差異のあるごとはそれぞれの切羽面においても

同様であつて，角ノ迫地区で見られる如く珪質部，良質

部，未変質部等が不規則に入交つていることが多い。

　一般に陶石脹の両側には接触面に滑つて珪質部を俘つ

ており，特に皿画脈の岩橋現場の下盤際には幅0．4m程

度に著しい珪化帯を作り砂岩にもおよぼしているぼか葉

片歌絹雲母も生成しているQ板ノ迫における脈の中央部

　には不規則に珪質部を俘うている。「陶石化」の度合が軽

微な部分は淡青乃至は淡友線気味を呈するか，あるいは

純白なものでも脂肪，絹糸光沢に乏しく絹雲母の生威が

　少なく耐火度が低い。これらは顎ノ水の全脈，合通，傳兵

衛，木場，角ノ迫，道田ノ迫，時雨松等に比較的多い。

　鉱床中には板駄あるいは柱1伏の節理と大小の不規則な塞

　裂があり，これらの割目は「鬼板㍉と称する板状の暗褐

ぷr鬼板」はs．K12で焼成 レ牝結果籔黒色の磁鍬鉱1ヒする・、

色褐鉄鉱を主とする物質で充されていることがある。之

の割目で囲まれ大小の塊に崩壌する鉱石は黄鉄鉱が清失7

した後に褐鉄鉱の仮晶が認められる二次的富鉱部と』とも

に比較的品位が高い。’鉱床が李坦な地形に発蓬する場合

は概して厚い表土暦のために脈の両盤が水酸化鉄の浸透

によつて汚色されることが多く，脈全体に同心円歌の福

・色縞を生じ地表下5’》10mの間は稼行し得ないものが

稀ではない。この場合汚色部が脹幅の約20％あれば露

天掘りに適しないQ「陶石化」に與つた珪酸分に関しては　　’

皿山脈に比してほかの陶石脈に梢々高く海浜ノ版，山椒

脈は南部から北部に向つて漸次珪質となる。都呂々村地

区の陶石脈は地表近くに黄鉄鉱の鉱染があり・その下部

は著しく珪化作用を蒙つている。

　富鉱部皿山脹は特に蛇行と膨縮に富んでおり，脈が

急角度をもつて屈曲する場合その前後において脈幅が拡

がり，傾斜が急なときよりもむしろ緩傾の部分に脈幅を

増す著しい傾向があるようで矢代倉鷹ノ災合通等が富

鉱部を作つている（第4図参照）o

　陶石脈の「富鉱部」を一般に定義付けることはむづかし

いが「天草陶石」の場合熱水交代作用が最も進捗した部分

であるoしかtながら3血以下の細脈や、水酸化鉄の汚』

色が甚しく多い場合は富鉱体として稼行の対象にならな

い。すなわち脈幅広く褐鉄鉱・黄鉄鉱・菱鉄鉱等の不純

物と珪質部の随俘が少なくある程度の風化による二次的

富鉱化の影響を受けた比較的地表に近い（地表下李均80・

m）ものが富鉱体として採掘され，これ域下では漸次黄　．

鉄鉱が増加して「変色部」となる。

　しかし他地域の陶石に較べれば「陶石化」はむしろ均等一

　に行われており出石甚7）鳳来寺等の鉱床にみられる如く

交代作用のおよばない極やて新鮮な原岩はほとんど認め一

　られないQ

　　黄鉄鉱および菱鉄鉱の産欺（「変色石」）

　天草島に産する「変色石」とは鉱体中では白色を呈する

　が採掘後放置すると淡黄褐色に蒲色する鉱石だけを從来

　「変色石∫と称していたQしかし今日では黄鉄鉱・菱鉄鉱・

　褐鉄鉱を散点し淡く着色する陶石もこの名称で呼ばれて

　いるo’　　　　　　　　　　　，　　　導
　黄鉄鉱は前翅の如く一般に鉱床の深部程鉱染密度を増

　し，浅所をとおいては脈の上下盤附近ま売は割目中に塵か

　に見られるに過ぎない。局部的に上部迄黄鉄鉱が散在す

　る場合は妙見脈の如く地表下約50m蓬褐鉄鉱（黄鉄鉱

　の仮晶）に変つているQ

　黄鉄鉱は南部地区下田以南においては皿山脈の端山・

　鷹ノ集等でそれぞれ地表下約40m，20mにまた弓田，

　画椒に微弱な鉱染力羅められる。北部地区では岩落一鷲
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　　山間の富鉱部では地表下約80mに黄鉄鉱が現われ，北

　　上するに從つて漸次浅くなり小谷，妙見，田ノ李脈では

　　露頭に現われている。ま㊧小屋ノ窪では脈の全体に亘つ

　　て脈状，樹枝欺鉱染状等に黄鉄鉱の発蓬が極めて強い。

　　菱鉄鉱は皿山脈の矢ノロ坑，松下坑地区，弓田，山椒，

　　兼松宮ノ元等に局処的に集中し北部地域にほとんど産し
、

　　ない0
　　　　　　　　5．鉱　・石
　　包）　一般性歌と鉱物組成

　　皿由脈鉱石は純白または淡次色の緻密塊状で蟻感なく

　　他地域の陶石に比し軟質で破面は一般に粗感を呈し品質

　　に斑が少ない。

　　良質鉱は絹糸光沢に富み絹雲母の含有量が多い。構成

　　鉱物は　　　・　　P　！

　　主威分鉱物：石英・絹雲母・

　　副成分鉱物：カオリナイト・友曹長石・加里長石

　　不純鉱物：黄鉄鉱・褐鉄鉱・菱鉄鉱・燐友石（微量）

　　原岩は鏡下において石英・友曹長石・加里長石を主成分

　　とする牛自形粒状構邉を呈し，斑歌石英・次曹長石が散

　　在する。鉱石は「陶石化」の進捗程度によつて石英・絹雲

　　母等の量を異にしその割合は第1表の如くである。・・

第1表（面積、比）

特等ル1等
　　（良質鉱）

1等～2等
　　（並級鉱）

3等（低級鉱）

1石英

35～45％

45～55％

50（ノ60％

絹雲母

40解50％

30ル40％

25ρ30％

隣1麟長石
10＾ノ15％

10％±

5％±

tr

5’）10％r

15％±

　石英は径0．7’》1．2mm程度の斑晶として残有してい

るほか径0．02戸》0．04mm程度の粒斌乃至は不規則なア

’ミーバP状を呈し絹雲母，カオリナイト等とともに寄木

欺石基を成しているQ

　絹雲母は石英の間隙を埋めて長さ10・007～0・02mm

程度の葉片状結晶として不定方両に密生し鱗片状集合を

なす長径0．03～0．08mm大の絹雲母が，こり間に散在

する。

　カオリナイトは長石を置換レ絹雲母に俘つて径0．002

《・0．005mm大の不定形集合体を成していることも少な

くない。

　「陶石化」の進んだ鉱石はほとんど原岩り構造を察知し

得ない迄に絹雲母を生じているが，低品位鉱では友曹長

石の残晶がみられその壁開面に滑つて絹雲母が生成して

いるo　，

　皿山脈域外の陶石，m椒，海浜脈等の鉱石は緯白，淡

次，淡青または淡荻線気昧等の色調を呈し良質鉱・珪質

鉱・養色低品位鉱等に区別される。皿山陶石に比して

梢々硬く珪酸に富み採掘直後は牛透明感を幣び淡青気昧

である。

　良質鉱の破面は絹雲母の綱状脈を有するため著しく絹

糸光沢がある。

　鏡下では径2’》3mm程度の石英と斑晶斜長石を交代

　した絹雲母の集合体が散在するQ

　鉱物組成は皿山脈のそれと略々同様であるが石基石英

には粒度に斑があり径0，01「から0．1血m迄あつて均

質でなく塵状物を包裏することが多いQ　F絹雲概は長さ

0．002～0．009mm，葉片歌のものは0．03＾’0．08mm程

度である。カオリナイトは0～30％含有される。副成分

　としては皿山脈鉱石のそれ域外に方解石がある。宮ノ

元，古屋敷地区の鉱石には特に方解石を多量に件つてお

　り次曹長石を交代し鉱石全体に分布Lている。

　b）　絹雲母　　　　　　　　、　　　　　。

　絹雲母の屈折率測定の結果次の贋を得た。、

　　α＝L552　（浸液法によるン

　　β＝1．589

　　γ＝1．591

　　γ一α＝0．039

　　光軸角　　2・V＝8’》10。（一）

　絹雲母の化学成分は武司秀夫氏が発表した菅8）分析結

果を引用すれば

　　Sio2：51．49Wt％

　　Al203：31．75

　　K20：　　7．34

　　且20（＋）：6．17

であつてイラィトに近い成分を有す、る◎また霞田助教授

は本鉱物のX線粉末写眞測定によつて絹雲母であること

を指摘している菅9）。

、　c）変色石』

　「変色石」には次の3種がある。

　（i）微晶黄鉄鉱を鉱右中に散在するもの

　黄鉄鉱は径0．01～0．1mm程度の八面体結晶形を示

すもの多く『，稀に1mm大：のものがある。

　風化により褐鉄鉱で置換されて黄鉄鉱の仮晶をなす褐

，色斑点の鉱石も「変色石↓と称する。

　これら嫡焼成すると黒色の輿点となつて現われるが一，

般に肉眼で識別し難い場合が多い牟めに試藥を鉱石に塗

布して次の如き呈色反懸勧見れば容易に黄鉄鉱の存在を

知ることができるoすなわち．

　　試藥　　　　　　　黄鉄鉱の呈色
　（1嘩縫緩驕C男！b一一・・淡青色蹴
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　（窄）・旱藩駿艦婿NS一∵淡青赤色戯

　、この方法は東洋陶器株式会肚研究室において天草陶石

　について利用しまた地質調査所化学課でも鷹用している

　が使用結果は黄血塩の方がより効果的であつた。そ参反　’

　懸は1次の化獣で説明されるo

　亘e203＋6HCl＝2FeC13＋3H20、

　FeS2十2HC1＝FeCl2十H2S十S軌

　FeCI2十HCl十〇→FeCI3・
　姻eα3＋3K、Fe（c球）6－Fe4〔Fe（cN）6〕＋・2Kc1・・（1）

　　　　　　　　　ペルリン青
　FeC㎏＋3KC尊S一鷺騨襲†3Kαf…・…・∴・占（2ジ

　田ノ平現場から探取したこの種f変色右」は軽度の珪化

　作用を受けており，小室隙中には長羽毛状の微細な輝安

　鉱（Sb2S3）が密生するのを認めたo』色

　　（ii）不純鉄鉱物はほとんど含有しないが放置すると

　淡黄色を…呈するものo　　　　　　　　、

　黄鉄鉱または水酸化鉄が溶解して鉱石中に含まれ乾燥

　後酸化して洗澱附渚するものと推察される。

　この種「変色石」は鉱石として利用されており，分析結
』
果 だけでは鉄分に関しては良質鉱のそれと異らない。

　　（iii）．微晶菱鉄鉱の密集する部分Q

　径0．1《・1mm程度の菱鉄鉱結晶は紅褐，紫紅または

　暗紅色を呈し・鉱石中に密集するもの・散点するもの等。

　がありしばしば黄鉄鉱と相俘つている。’この種「変色石」

　　　　　　　　　　　　　ノ、　は陶石が梢々微紅色を呈するo

第　　2　　表

（i）

黄福

鉄鉄
鉱墜

（ii）

淡化
黄す
色る

＼
、
球

分Wt彰
　＼＼　　Fe203
壼地　＼＼＼，

田ノZF
走　　落
夕　　浦

松下坑
傳兵衛木場

弓　　由『

0．68

0．29

0．53

0．41

0．33

0．08

鐵i夕　漕・・53

講弓　剛・・37
ヂヘロ

黄、山　椒・0・04

FeO

0．40

0．87

0．57

ト
丁 士

Tr

Tr

O．57

S

0．42

0．02

0．21

Tr

Tr

Tr

Tio2

第・ 3

0．21　　　0．02

0．70　　　　　Tr　　　　O．02

0．90　　　　0．03　　　　0．02

粂松宮ノ元，山椒，弓田，夕浦地区には特に菱鉄鉱の

生成が著しい・焼成する．と極めて多数の黒色斑点を生じ

陶石自体も友色を呈するために利用されない。

上記3種のr変色石」の代表的た試料を分析した結果は

第2表の女口くであるo

d）化分成単

各陶石脈から探取した代表的な議料についての分析結

果は第3表の如くである。

分析値によりH20－Na20－K：20の3成分百分比（Wt

％）を第5図にK：20一：Na20比（Wt％）を第6図に示すo

・図中のI　II　III　IVはそれぞれ主な構成鉱物の異つた

表

賦
Sio2

Tio2

．A1203

Fe203

FeO
CaO
MgO
MlnO

K20
Na20
SO3

H20（＋）

H20（一）

CO2
Total

A B　　C

75．90　77．92

0．04　　0．04

15。89　14．53

0．09　　0．07

0．28　　0．23

0．09　　0．08

0．07’0．06

tr　　tr

3．03　　2．67

0。39　　0。68

0．03　　0．02

3．48　　2．71

0．42　　0．69

99．71

D E

76．01　75．82　76．82

0．04

16．00　16．43　15．94

0．09　　0．26　　0．51

G．26

0．11　　0．11　　0．15

0．08　tr、　tr

　tr　・tr
2．04　　3．26　　1．56

1．50　　0．36　　1．17

0．01
言、．22　　3．79　　3．75

0．42

99。73 99．78　99．94 99．90

F G

73．22

0．05

15．08

0．08

0．74

1．48

0．12

0．G1

2．81

2．55

0。03

2．07

0．31
1．18・

99．73

78．56

0．05

14．26

0．03

0．22

0．05

0．09

　tr

3．24

0、33

0．03

2．55

0．35

99．76

H

77．94

0．05

14．95

0．08

0．21

0．11

0．09

　tr
2．18

0．42

0．03

3．48

0．35

99．88

1 J

（地質調査所化学課前田，山田技官分析）

78．681

0．07

14．31

q・08

0．21

0．55

0．07

　tr

2．14

0．44

0．01

3．39

0。27

99．72

79．62

0．04

13．89

0．06

0．15

0．04

0．04

　tr
P
1
． 72

0．32

0．03

3．61

0．30

0．05　0．07、D

15．07　14。58

0。03　　0．08　E

O．26　　0．79

　　　　FO．16、1．68

0．06　　0．09

轟欝論

鍮轟
山

椒

脈

献il響：　

2．11

0．19

2．17」：2等鉱，小屋窪珪
0．37質SK27・亦屋窪脈
1．36K：1等鉱田ノ李
　　SK25（十）・・田ノz卜脈

99’80・99’84199070L：「変色石」宮ノ元，

　　　　　　兼松SK16海浜ノ脈
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割合いの組合わせの範囲を示すもので

次の4種に大別される。

孟1議欝撃｝騨
　　イト

叢謬｝鍵・

本地区の陶石には若干の次曹長石と

カオリナイトを含有するのが特徴であ

つてなかんづくカオリナイ・トは粘性可

塑性を壇す意昧で陶石の利用贋値を高

める一因とみなされるo

e）品質

鉱石の等級品位の決定は水酸化鉄に

よる汚色の程度も第一要素とし珪質

（硬さ）の度合，不純鉱物の含有量等に

よるが，各山元では主として鉱石の外

観をみて長年に亘つて得られた勘によ

つて選別が行われてい，るo

NazO

H20

　　撫
・無，．蒸

　　マ．

・
．

皿避施
　　　　ズも　一● ．＼且1，．し．．，

　前，
　至．．ド

●Tviaug｝！ar

diagrem

Showin9

・H2Q－K20－Na20
elati　oへof　the　Ore

一般に特選鉱，1等鉱，2等鉱，3等鉱（小塊を含む）

および等外鉱に大別されるが各鉱業所毎に分類に多少の

差異はある。

鉱石の鉱物粗成，化学成分，焼成結果および耐火度を

品質別にみるとおおむね第4表の通り・となる。

しかし実際にはそれ程嚴密な区別を必要とせず外観に

よつて選別する程度でおおむねその目的を達している・

各等級別に特徴を略々記ずれば次の通りo

×皿山脈の陶石　　　・皿山脈以外の陽石

第

3
硬

認
z2

1

5 圖

　，Na20－K20Variatl・n出a言rem戯h60re

l　鍔，、1』lrll◇△

　　豆．”．㌧・　　冥ぺI
　　　o　　　　　　　　　　　　　　 》く●X

K20

第 4

0

表

　　2　　　　　3
　K20彦
第　　6　　圖

4

1諏，．欝難謂，一、一懲
特選鉱35’》45
1等鉱，30解35
2等鉱25、40
3　　等　　鉱　　　25＾ノ35

45＾’55

、F45’》55

45’》65

40＾’5G

15（主にカオリナイト）

　　15μ》20
10～30（主に斜長石）

　　30±

0．07～0．3

0．3～『0．5

0．6■0．8

－G．8’》1．0±

『25～26

25～27

25＾ゾ29

23’｝28

焼成結果（SK：12還元焔）

特選鉱　通称rみがき」と云われ，大塊の鉱石から褐色

部を創除したもので純白を呈する◎

僥締り良好で焼成後も着色しないに本邦における壕高

級の陶石で高級白色磁器・に用いられる。

特選鉱は皿山脈の富鉱部だけから産し，誼裂間の間隔

広く（20｛’70cm）この石目に沿つて「鬼板」が発達するo

’1等鉱および2等鉱　1等鉱は主に海浜ノ脈，由椒脈

純白
純白乃至，淡青色部少ない

淡友白，白と淡青の斑

淡褐色部多い

皿山脹から産し緻密純白，梢々硬質で鉄分は極めて少な

いQ　Fe203＞0。5％淡黄色部，または褐色薄膜が僅々・に

附着する径10～30cm程度の大，中塊状鉱であるo高

級陶磁器原料に供される。
’
2
等 鉱は1等鉱の周辺または内部に鉄分爾稽々多いも

の，微細な黄鉄鉱を散点するもの，箱々硬い珪質のもの・

淡青緑気昧等のもので耐火度に斑があり焼威物は淡青昧

31一（417）
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　を帯びる・國内向け低級陶磁器原料としてその出荷量も

　多いQ
　　3等および等外鉱　水酸化鉄による着色が2等鉱より

　　さらに多く，』白色部と淡褐色部の混る一もの（量比7：3

　　程度）褐色の小さな割目に富むもの，焼成後鉄分の溝失

　　する淡褐色の陶石等を3等鉱に扱い，径5cm程度の破

　　片を3等小塊としている。等外鉱は手選研檬のもの「変

　　色石」等であつて実際にぱ陶磁器用に適しないが黄鉄鉱

　　の鉱染する粗髪な陶石が兼松，宮ノ元，現場，山椒等か

　　ら櫨く少量出鉱されているに過ぎない。焼成すると黒色

　　斑点や淡議色を呈するりで着色または低級陶磁器に少量

　　混用されるq

　　鉱石の利用に際しては「変色石」のいち黄鉄鉱，菱鉄鉱

　　を多量に俘うものおよび鉱体中にしばしば縞状に残され

　　陶右化の程度弱い無光沢の青緑昧を帯びた部分等は耐火

　　度低く（甲手6～22）鉱石から除外する必要がある・

　　　　　6・鉱床の生成について
　　天草地区の脈状陶石鉱床がリソイダイト質石英粗面岩

　　岩脈貫入後の熱水変質作用による謹物であることは造岩

　　鉱物特に長石の絹雲母，カオリナイトによる交代と有色

　　鉱物が消失してい、る事実から略々明らかであるoこの場

　　合絹雲母の生威條件を知ることによつてある程度熱水液

ノ　，の性質を推定することが可能であろう。　　　　　、

　　すなわち金属鉱床に俘う母岩の変質幣匠関係ある絹雲

　　母化作用についてはR。E．Grim　W．F．Bradley柴10），1

　　Schwartz．G．M馨11）．，Lovering菅12）等が研究し，その生成

　　についてA．F．Rogers菅13）はかなりの低温（500’｝1500C）

　　の温度を推定しているoその後Norton甚14），NQ11，W甚15）．，

　　Grunef，」．W梼16）等が熱水反懸によつて粘土鉱物の入工

　　合成を行つた結果：No11はAl203－SiO2・H20系において

　　3000｛・4000CでKlOHを添1加した場合にまたGruner

　　ほ略々同温度に・おいて（気圧80～350atm）Kイオン濃’

　　度の高い酸性溶液（HC1）を加里長石と曹達長石に反懸

　　させて絹雲母に置換させている。

　　天草陶石中の絹雫母・石英・カオリナイト等の生成に

　　與つた圧力鉱化液等の條件は石英が玉随質でないこと，

　　モンモリヨナイト系鉱物を欠くこと等からみてある程度

　　推察可能であり，また塊状交代鉱床におけるが如き著し

　　’い鉱物の累幣魂列を行わず周辺の堆積岩には軽度の珪化

　　を與えている（若干の絹雲母を生成している）だけで，交

　　代作用は岩脈の中に限られほとんど容積の変化を俘わな

　　い相互反鷹であつたことも推定される。

　　原岩の長石特に次曹長石におよぼした絹雲母化作用に．

　　関係した上昇溶液の根源がどこにあつたにせよ陶石化作

　　用の過程においては全体として，鉱体の所々に生成した

方解石・菱鉄鉱と深部に多い黄鉄鉱は鉱化液に俘われた

CO2，ll302ガスが原岩中のC耳，Fe・イオンと結合し晶出

したものと推察される。－

　　　　　7．鉱　量
調査地区丙（第2図）の主な陶石脈について次の如き鉱

量を得た。

た黛し鉱体を直接鑓押探掘しうるものは，その附近の

河水面域上，立入坑道から鑓押に移る場合には近傍の流

水面または海岸線に滑う縣道地並域上をそれぞれ坑内可

採鉱量とみなし・黄鉄鉱の現われ始める深さは各場所毎

に推定した（見掛けの比重をG＝2。5と仮定）。

第　　5　　表

＼解階繍犠紺辮謙覇
鉱床＼＼

皿山服

海浜ノ脹

画椒脈
小屋ノ窪脈

妙見脈
小谷膿
萱ノ禾脈
田ノ李脹、

竹ノ迫脈

山切脈

98．4

391。2

130．4

3．4

69

280．8

272．3

298．2

74．0

27．6

34、0

5．8

2．7

4．1

．22．5

390

30

，50，

14

確定約60
推，予約40

確定約50
推，予約40
・略々同上

確定約50
・推約’30’｝40

約

〃

〃

〃．

〃、

〃

30

40・

50

60

60
50

主匠露天

　その他五層脈，下田都呂々村山地の鉱床の総計
　約2×106tが予想されるo
　計163・・3i・・221692t鴨4G－56

　　　　　総計2，344．3×104t

このうち実際に採掘しうる安全可採率は30ん40％と．

見込まれ，さらにこのうちの品位別量比は各鉱床毎に多

少異るけれどもおおむね次の通りである。

確定，推定可採鉱量

予想可採鉱量

・等釧2等照等鉱降石

約30％

．〃20％

20’》40％

30ぞ》50％

30｛・50％

40～50％

　　　　　8．沿　革
当地区における陶石鉱床の開発は元豫年問すなわち約

250年前に始まり，高浜村の庄家上田傳右衛門（三代目）、

皿山脹の鉱石を硯石として稼行し，主に鷹ノ集から採

掘した。その後正徳2年颯後は佐賀縣吉田山の製陶業者

に販費し上田傳兵衛門（六代目）は肥前の窯元山路幸右衛

門を招いて宝暦12年に窯を皿山に設け「皿虜焼」の通称
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を得たと傳えられる。

　爾来皿山脈の各現場が開発され昭和年間（約170年前）

に長崎奉行柘植大和の斡旋そオランダ人某と貿易を行つ

た。域来当地方の陶石品位優良なることが認められ・上

田源作（7代目）以後劔ケ迫，、矢代倉等が稼行されるに至

つたが・漸次業界の不振とともに・山元を縮少し天保9

，年には製陶を休止した。

　明治2年頃から約30年間は業界の活況とともに鉱石

の出荷を主とし製陶も行い，一力髪ノ水脈も砥石原料と

して採掘した。この間海浜ノ脈，山搬脈等も漸次開発さ

れ上田松彦（13代目）ば明治一33年頃がら当地区全般に亘

る開発計画を樹立して今日稼行中のもの，および休止現

場から近畿京紳地区に販路を拡めて全國各地に出荷し，

その量は全國陶石館山め主位を占めるに至つたQ

　一方明治末期頃から木山某が都呂々村地域を開発し主

として海浜ノ脈を稼行し大正年間には西島某，』帝國窯業

株式会融，その他に『よつて稼行された。昭和21年には

、共立窯業原料株式会肚も則椒地区に採石権を得て今日に

至つている。

　　　　　9．現　況
　（a）採掘選鉱．採掘は露天または坑丙採掘で主として

鑓押を行う。露天採掘は地形によつて可採鉱量は左右さ

・れるが陶石脈が高い分水嶺を横切る場合に最も有利であ

つて・河水面附近から山頂に向づて階段式に採掘する◎

この場合，両盤の崩壌を考慮すると地表下約30m前後

が安全可採鉱量となるo

　初期開発時は主として露天掘りで出鉱していたが・今

日では露天探掘に適する部分，ならびに良質部の大孚が

既に探掘されゴその丁場が荒廃しているのでその下部か

ら坑道掘りを行つているQ坑丙掘りには蓮搬の便利な場

所から堅入坑道を掘り上下数段の鑓押坑道を難ち金鉱部

を残して上向階段法またはケ戸ピング法により採掘され

ているo

　穿孔には多くの場合手掘りによるが山微，皿両現場に

おいては墾岩機とジャックハソマーを使用し七いる。

選鉱は切肋において簡軍に手選し貯鉱場で各等級に分

け大塊鉱または1等鉱の鉄分をハンマーで削除して特選

鉱磨iきとするo・

高浜には上田合資会赴の粉石卒工場があり，2等または

3等小塊鉱を水洗し磯末製品にして出荷している。

（b）採掘権関係　稼行状況を出鉱の規模の順に列記す

ると第6表の通りである。

第　 6　表
業者各，鉱山事務所所在地稼行状況

上田合資会杜
熊本縣天草：郡高浜村字高浜

（上田享吉）

中部窯業原料株式会祉
愛知縣瀬戸市京町

　（木山利彦）

西島、鉱業所
熊本縣天草郡下田村南区

　（西島　昇）
共立窯業原料株式会肚
　天草鉱業所
（同縣下田村，下田）

原田錬業所（天草陶業）
　　（同　上）
　原田金之助

象松鉱業所　象松百馬

稼行現場：鏡田，道田ノ迫
角迫，．鷹ノ集，傳兵衛木
場・・…・…・∵・…露天

　砥石，小谷…・探鉱中
休止：夕浦，丸尾，椎ノ木

李，岩山，長畑，時雨松，

八久保板ノ迫，川端，上
田宮ノ元，編壽，合通創
ケ迫川端幽，矢代倉，瑞
山，金作山，伊ノロ山，．
十星・・・・………‘露天　．

稼行：岩落，渚水落，鷲爵

小屋ノ窪…・……坑内
川端山，萱ノ木，田ノ李
一り一一踊・一一・乙露天

休止：大屋敷新山，十三山，
後ノ迫，大櫻，、文七
…………一・・一露天

山椒，共立山ノ小李
・一一……り坑内稼行

田ノ疸（坑内），颪ノ峯
（露天）一・一…・一稼行

犬迫…・…一・・…8休止

象松宮ノ元……・・稼行
大迫…・…・・…・「…休止

●

藤蹄
、糞r一

騒rイ

遵

＼

洞 県
9道

　　塁陶』鎌、

灘・

第 7 ．圏
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ど第 7 表 （通商産業省鉱業統計課資料）・

　
・＼
　、＼ ＼

、

昭和23年度．

昭和24年度

昭和25年度

、ヒ田合

資会肚

10，877t

9，952t

8，305t

中部窯業
株式会批

4，549t

51156t

2，724t

西、島1

鉱業所

2，564t

879t

不明

共立窯業
原料：K．K

1，486t

969t

1．292t

原『田
鉱業所

1，270t

1，406t

・233t

蒙松
鉱業所

540，t，

374t

115t

計

21・277t，

18，736．t

12，669t

全國
』生産量

61，604t

51，813t

54，442t

全國と
の比率

　このほか板ノ迫上洗に三助谷，五暦，本五層の探掘跡

㌔および竹ノ迫脹，山切脈等かつて稼行または試掘された

ものは数十カ所におよんでいるQ

　（C）出荷現塊　当地域がら産する出鉱量は絡職後海外
』
輸
出 向け高級磁器原料として飛躍的に増加しその使用量

は全國出荷量の約80％を占めている。最近における業

者別出鉱量を示すと第7表の如くであつて昭和15年度

のそれと略々同水準に達している。、

すなわちわが國陶石産額の約35％に達し磁器関係に

は約60％が使用される。特選または1等鉱は高級白磁

器用，2’》3等鉱は普級の磁器，碍子タイル，衛生陶器

等に利用される。

　業者別の主な出荷先は次の通りである。

　・上田合資会瀧：日本陶器，日本碍子，・香蘭澁，日本磁

器原料，松風工業肚，六阪陶業，肥前陶土組合，九州磁

』器原料，有田陶王組合，資本磁器天草工場等　　中部窯

業凍料株式会杜：共立窯業原料，、中部窯業原料，有田タ

イル，佐賀縣天草粘土工業組合．　共立窯業原料株式会

祉天草鉱業所：日本陶器，目本碍子等．　原田鉱業所：

共立窯業原料および佐賀縣の中小窯業者．　西島鉱業

所，兼松鉱業所：佐賀縣天草粘土組合，および佐賀シ長

、崎両縣下の個人窯業者．

　　　　　　10．結　語
・本地域の陶右鉱床中最大かつ最優秀の皿山脹と，，これ

に次ぐ山椒脈，海浜ノ脈の開発歌態は暁に老年期！こ近い

騨ある・す姉ち全般鰹採掘牒1遡表から坑醐．

りに移りつつある現状であつて，陶石脈の下部には黄鉄

鉱が次第に多くなり）残された地表部の鉱体も水酸化鉄

による汚色が少なくな尋・ために從来出鉱さ胞ている特選

1等鉱等の高級原料は減少し逆に低品位鉱が将来i釜々堰

カロするものと推定されるQ

　この対策としては「変色石」特に黄鉄鉱を除去する処理

法が要望され，かつ2・》3等鉱をもつて高級鉱に替える利

　　　　　　　　　　の　ノ用法が必要となる。現地においては五層脈，小屋ノ窪脈，

田ノ干脈等および都呂々村北部僻地の宋開発鉱床ゐ探鉱

を行い差当つては露天掘跡の下部を探掘するどとと未稼

行の汚染少ない部分を探鉱しなければならない。

35％

、36％

　、なかんづく皿山脈の劔ケ迫一伊ノロ山間と合通以南地

区。海浜ノ脈の鷲山一・新山間，最畑一→八久保間ならびに

ー山椒脈の古屋敷一山ノ小手間，弓田・一椎ノ木李間等の下

部はこの目的の対象となるのであるが，その坑内採掘に、

当つては組織的な操鉱法をとり可採率を向上させるこ

とジ採掘と蓮搬を機械化による増産が肝要である。

　　　　　　　　　1昭和23年9月調査）
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